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      熊谷市農業委員会第１２回総会議事録 

 

１ 開会・閉会の日時及び場所 

(1) 開会の日時  令和７年７月２８日（月）午後１時３０分 

(2) 閉会の日時  令和７年７月２８日（月）午後３時５５分 

(3) 場   所  めぬま農業研修センター２階大会議室 

 

２ 会議を組織する委員の定数 

(1) 定員数  ４７名（農業委員１９名 農地利用最適化推進委員２８名） 

(2) 現在数  ４６名（農業委員１９名 農地利用最適化推進委員２７名） 

 

３ 出欠席の状況及びその氏名   下記のとおり 

(1) 出席数   ４３名 

(2) 欠席数    ３名 

 

農業委員 

議席 出欠 氏  名 議席 出欠 氏  名 

１ 出 塚田 修 １１ 出 戸森 貫一 

２ 出 笛木 清 １２ 出 森田 豊 

３ 出 栗原 一森 １３ 出 千葉 義浩 

４ 出 坂本 三郎 １４ 出 関口 裕美 

５ 出 田中 輝久 １５ 出 権田 久男 

６ 出 菊地 修一郎 １６ 出 夏目 亮一 

７ 出 □田 正己 １７ 出 関根 一三 

８ 出 福田 和行 １８ 出 金井 和夫 

９ 出 西田 茂夫 １９ 出 大島 正 

１０ 出 水野 薫 
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農地利用最適化推進委員 

議席 出欠 氏  名 議席 出欠 氏  名 

１ 出 中嶋 儀臣 １５ 出 笠原 猛 

２ 出 根岸 勇 １６ 出 小林 言孝 

３ 出 名野 博明 １７ 出 水野 照夫 

４ 出 伊藤 由行 １８ 出 小崎 信明 

５ 欠 髙橋 文雄 １９ 出 門叶 和男 

６ 出 中村 安浩 ２０ 欠 長谷川 隼男 

７  （欠員） ２１ 出 村山 努 

８ 出 井瀬 伝栄 ２２ 出 青木 大輔 

９ 出 東 幸好 ２３ 出 川田 雄一 

１０ 出 漆原 秋夫 ２４ 出 原田 知子 

１１ 出 栗原 加津男 ２５ 出 若山 美奈子 

１２ 出 中島 正樹 ２６ 欠 中川 登美夫 

１３ 出 石平 伸一 ２７ 出 林 和弥 

１４ 出 小澤 好則 ２８ 出 茂木 秀孝 
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４ 議  事 

 

（１）議 案 

 
議案第１ 号 農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第２ 号 農地法第４条の規定による許可申請について 

議案第３ 号 農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第４ 号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請について 

議案第５ 号 農地法第５条の規定による許可申請について（一時転用） 

 

（２）報 告 

 

報告事項(１) 農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

報告事項(２) 農地法第５条第１項第６号の規定による届出について 

報告事項(３) 農地法第１８条第６項の規定による通知について(合意解約) 

 

５ 招 集 者   熊谷市農業委員会会長 夏目 亮一 

 

６ 議事進行状況  別紙のとおり 
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事務局次長 

 

 

 

夏目会長 

 

事務局次長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。定刻となりましたので、ただ今から熊谷市農

業委員会第１２回総会を開会いたします。 

それでは、はじめに夏目会長より、御挨拶をいただきます。 

 

（ 夏目会長挨拶 ） 

 

ありがとうございました。 

以降、進行につきましては、熊谷市農業委員会総会会議規則第４条

に、会長が議長となる旨、規定されておりますので、夏目会長にお願

いいたします。 

 

それでは、着座のまま会議を進めさせていただきますので、よろし

くお願いいたします。 

はじめに、本日の総会の委員の出席者数につきまして、事務局より

報告をお願いします。 

 

本日の出席は、農業委員は１９名中１９名であります。また、農地

利用最適化推進委員については２７名中２４名でございます。 

 

事務局より報告がありましたとおり、農業委員の過半数が出席して

おりますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定によ

り、本日の総会は成立しました。 

続きまして、議事録署名委員の選出及び書記の任命について、お諮

りいたします。いかが取り計らいましょうか。 

 

（ 議長一任の声あり ） 

 

議長一任の声がありました。 

それでは、議事録署名委員につきましては、 

  ５番  田中委員、 

  ６番  菊地委員 にお願いいたします。 

 

また、書記には事務局職員を指名します。 

 

それでは議事に入ります。 

本日、審議いたします案件は、 

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第４号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更 

申請について 

議案第５号 農地法第５条の規定による許可申請について 

（一時転用） 
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議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

議 長 

 

 

 

以上、５議案です。よろしく御審議願います。各議案については概

要説明とさせていただき、短時間での審議としたいと思いますので、

御協力をお願いいたします。 

 

それでは、議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請につい

てを上程しますが、議案番号４及び５が新規就農に関する案件となっ

ており、申請人にお越しいただいているため、先に審議をしたいと思

いますが、御異議ございませんか。 

 

（ 異議なしの声 ） 

 

御異議ないようですので議案第１号における議案番号４及び５に

ついて事務局の説明を求めます。 

 

議案書は２頁及び３頁、議案書資料については１頁及び４頁から７

頁までを御覧ください。議案第１号の議案番号４及び５の２件につい

て説明いたします。本案につきましては、本市において新規参入する

法人及び新規就農に該当する個人であることから、本日の総会にお呼

びしております。取引額、現地確認等は議案書資料に記載してあると

おりです。まず、議案番号４の譲受人、○○○○○○○○○○につき

ましては、熊谷市では新規参入の法人となりますが、○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○で農地を所有しており、所有農地が所

在する農業委員会に営農状況を確認し、問題がないとの回答を得てい

ます。また、今回の申請農地につきましては、遊休農地化していた状

況を解消しております。従いまして、譲受人の経営する全ての農地は

適正に管理されており、機械の保有状況、従事日数から今後について

も効率的に利用されていくものと思われ、農地法第３条第２項各号に

ついては許可要件のすべてを満たしているものと思われます。 

次に議案番号５につきましては、取得対象となる農地は適正に管理

されており、機械の保有状況、従事日数から、今後についても効率的

に利用されていくものと思われ、農地法第３条第２項の各号について

は、許可要件の全てを満たしていると見込まれます。説明は以上とな

ります。御審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

事務局の説明が終わりました。本案について事前に事務局に提出さ

れている質疑等ありますか。 

 

特にございませんでした。 

 

 それでは、まず議案番号４につきまして審議をいたします。申請人、

○○○○○○○○○○○○○○○の入室を認めます。 

 

（ 申請人 ○○○○○○○○○○○○○○○ 入室 ） 
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議 長 

 

 

申請人 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

関根委員 

 

 

申請人 

 

 

関根委員 

 

申請人 

 

 

関根委員 

 

 

申請人 

 

 

関根委員 

 

事務局 

 

 

 

申請人 

 

根岸委員 

 

 

 

石平委員 

 

本日は、お忙しいところ大変御苦労様です。新たに農業経営を行い

たいとのことですが、営農計画などについて説明をお願いします。 

 

○○○○○○○○○○○○○と申します。この度、市内の○○にて

耕作放棄地を活用して新規に農業参入をしたいと考えています。当社

は、○○○○○○、○○○○○○などで耕作放棄地を活用した農業経

営を行っており、主力作物は○○○○〇となっています。今回の○○

の農地では、○○は無理と判断し〇を作付けしていく計画です。 

 

どうもありがとうございました。それでは申請人の営農計画等につ

いて質疑等ございましたらお願いします。質疑等ございませんか。 

 

〇を植えるとのことだが、営農計画書を見ると○○なども書いてあ

るが。 

 

これについては、他市の数字も入っているものになっているので○

○○○も入っているものです。 

 

機械は他市と共有するのか。人についてはどうか。 

 

機械は他市と共用します。人についても〇人で他市も含めて農作業

を行います。 

 

機械は運搬するということになる。労働力にも絡むが〇人で○○○

○○など広範囲となるが間に合うのか。 

 

○○○○で農繁期が重なることは少ないと考えており、〇人で回せ

ると考えています。 

 

 営農計画と書いてあることが違うが修正はするのか。 

 

 営農計画書の記載内容については熊谷市外の情報も含んでいるも

のとなっています。市内の農地では○だけを栽培予定とのお考えと伺

っています。 

 

 そのとおりです。 

 

営農計画書が熊谷市の分が内数など分かりやすく書かれていない

ため、説明を聞かないと判断できない部分がある。全体の営農状況も

市内の営農状況も双方の数字をわかりやすく表示してほしい。 

 

全体の規模感も大切で、その中で熊谷市の営農がどうなっているの
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石平委員 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

若山委員 

 

 

 

 

申請人 

 

 

 

森田委員 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関根委員 

 

 

事務局 

 

 

 

塚田委員 

 

 

かが分かるような営農計画書の様式にしてほしい。 

 

それでは、この件に関しましては事務局に検討させることとしたい

と思いますがいかがでしょうか。 

 

（ 異議なしの声 ） 

 

それではそのように取り計らいます。その他に質疑等ございます

か。 

 

○○において、〇を専業でやっている農家はいない。耕作放棄地を

再生してくれるのはありがたいが、〇をやってダメだったということ

もあり得るのではないかと思う。そうした時に別の作物を考えるのか

等の考えをお伺いしたい。 

 

○○○○〇の産地となっています。産地として○○が大きな違いが

あるとは考えておりません。万が一、育たなかった場合は〇○○を考

えています。 

 

事前の聞き取りで最終的には営農型太陽光発電をする予定になっ

ていること及び小さな農地も買い取っていただけるという話も聞い

ている。 

 

他に質疑、意見等ございませんか。 

 

他に質疑、意見等もないようです。本日は大変御苦労様でした。申

請人の方は退室をお願いいたします。 

 

（ 申請人 ○○○○○○○○○○○○○○○ 退室 ） 

 

それでは本案について、質疑、意見等を求めます。質疑、意見等ご

ざいませんか。 

 

３条で農地を購入するのはいいことだが、太陽光が絡んでいるのは

将来的に農業をやめて転用するということか。 

 

本農地については、野立ての太陽光ではなく営農型を予定している

と伺っています。青地のため野立ての太陽光は立てることはできませ

ん。よって、太陽光目的の転用はできません。 

 

営農型太陽光は、下部の営農で８割の単収を挙げる必要があると聞

いている。○だと太陽光発電施設とぶつかるようなことになり、それ

が達成できるのか。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

権田委員 

 

 

 

事務局 

 

 

森田委員 

 

 

 

 

根岸委員 

 

 

 

議 長 

 

 

坂本委員 

 

 

事務局 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 栽培品種は○○○という品種で上ではなく、横へ延びる品種とのこ

とです。また、遮光率○○から○○パーセントでは大きな影響はない、

との話でした。また、〇は太陽光パネルの間に植えて、枝がパネル下

に伸びるというような形態となると伺っています。 

 今後、５条一時転用により営農型太陽光の申請が出てくるとの聞き

取りをしていますが、本日は、太陽光の話は絡まない３条のみの審査

となります。今後、営農型の申請が出てきたときに太陽光の審議をお

願いいたします。 

  

 太陽光を切り離して、とあったが改めて農業粗収入について検討す

ると、単純計算で○○○にしかならない。これで採算は合うのか。や

はり、太陽光が目的ではないのか。 

 

 太陽光ありきの話ではなく、営農を主として行うと伺っています。

本来の目的である営農の足しに売電収入を充てるとされています。 

 

 ○○○○○○○○○○の営農型太陽光の件は将来的な話であるが、

今回取得を予定している荒廃農地は、面積の小さな農地も多く、集約

の効果も見込まれるため、これが農地として活用されるのであれば、

地域にとってはメリットがあると考えている。 

 

先ほどから、営農型太陽光の話が多く出ているが本件は太陽光とは

関係のない案件であり、そうしたことはきちんと切り分けて議論しな

ければならいないと考える。 

 

ただいまの発言のとおり、色々と意見はあると思うが、３条の審議

としての議論をお願いしたい。 

 

農地の所在するところは荒廃農地となっており、所有する農家から

は○○○○○○○○〇〇と強い要望が出ている。 

 

お考えはいろいろあると思うが、許可、不許可を決する際には、き

ちんと理由がないと、特に不利益な決定をする場合はその点を整理し

たうえで決する視点を持っていただければと考えます。 

 

他に質疑、意見等ございませんか。 

 

（ なしの声 ） 

 

特に質疑、意見等もないようですので、これより採決いたします。

議案第１号における議案番号４について、本案を許可するに賛成の委

員の挙手を求めます。 
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申請人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

西田委員 

 

申請人 

 

西田委員 

 

森田委員 

 

申請人 

 

 

 

若山委員 

 

申請人 

 

 

 （ 挙手多数 ） 

 

挙手多数です。よって、本案については、原案のとおり許可すべき

ものと決しました。続きまして、議案番号５につきまして審議をいた

します。申請人、○○○○○の入室を認めます。 

 

（ 申請人 〇○○○○ 入室 ） 

 

本日は、お忙しいところ大変御苦労様です。新たに農業経営を行い

たいとのことですが、営農計画などについて説明をお願いします。 

 

只今御紹介いただきました○○と申します。まず、就農動機ですが、

現在、○○○○○○に勤務をしており、○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○ではないかと考えました。また、

○○○○○○○○○○○○○○○○○〇なども期待できるのではな

いかと考えています。次に農業経験ですが、○○年ほど○○○○の○

○とともに農作業を行っていました。次に経営規模は、労働力は私の

み、面積は○○○○㎡で行います。経営形態は夏は○○○○○○○秋

は○○○○○、冬は○○○○○○などを考えています。基本装備です

が、○○○○〇、○○○○を準備しています。最後に今後の経営目標

ですが、地元の農業委員さんなどの御意見を伺いながら○○○○○○

○○○したいと考えています。 

 

どうもありがとうございました。それでは申請人の営農計画等につ

いて質疑等ございましたらお願いします。質疑等ございませんか。 

 

○○○○○○○○○○○○、○○○○ですか。 

 

○○○○です。 

 

とても良い試みに感じます。頑張ってください。 

 

販売先は直売ですか。 

 

販売先は考えておらず、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○消費していきたいと考えています。また、同様に

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○になると思います。 

 

○○ですか。 

 

そのとおりです。 
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若山委員 

 

事務局 

 

若山委員 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菊地委員 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地を借りるという方法でもよいのではないですか。 

 

○○○○の農地を購入し利用すると伺っています。 

 

○○で農業に貢献するということですね。 

 

他に質疑等ございますか。 

 

（ なしの声 ） 

 

他に質疑、意見等もないようです。本日は大変ご苦労様でした。申

請人の方は退室をお願いいたします。 

 

（ 申請人 ○○○○〇 退室 ） 

 

面談した委員から何か御意見がありましたらお願いします。 

 

○○さんと面談しましたが、○○○○○○○○○をしながら○○○

○○○○○○○○○農業を行いたい、農地も○○○○○○○○○とい

うことで大きな問題はないと思います。 

 

それでは本案について、質疑、意見等を求めます。質疑、意見等ご

ざいませんか。 

 

（ なしの声 ） 

 

特に質疑、意見等もないようですので、これより採決いたします。

議案第１号における議案番号５について、本案を許可するに賛成の委

員の挙手を求めます。 

 

 （ 挙手全員 ） 

 

挙手全員です。よって、本案については、原案のとおり許可すべき

ものと決しました。 

続きまして、議案番号９から１１までは、○○地区で〇ヘクタール

を超える営農型太陽光の申請となっております。本件につきまして先

に審議したいと存じますが御異議ございませんか。 

 

（ 異議なし の声 ） 

 

御異議ないようですので先に審議をいたします。議案第１号におけ

る議案番号９から１１までについて事務局の説明を求めます。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

議案書は４頁から９頁まで、議案書資料は２頁を御覧ください。議

案第１号における議案番号９から１１までの３件について説明いた

します。取引額、現地確認等は議案書資料に記載してあるとおりです。 

議案番号９については、借受人が○○○○○となっておりますが、

営農型太陽光事業とは無関係となる賃貸借となります。○○○○○が

借受人となっているため先に審議する案件にまとめさせていただき

ました。従って営農型太陽光の設置に係る案件は議案番号１０及び 

１１の２件が関連するということになります。議案番号１０及び１１

について御説明いたします。 

本案は営農型太陽光発電を設置し、下部の農地で○○を栽培する計

画です。営農をするのは○○○○〇○○○○○で、太陽光発電事業を

行うのは○○○○○○○○○○○○○○○○○○○となります。 

議案番号１０は、○○○○○が地主から○○○○○の設定により農

地を借り、太陽光パネル下部等で○○栽培をすることに対する申請と

なります。議案番号１１は、○○○○○○○○○○○○○○が○○○

を設定し、地主が所有する農地の上空に太陽光パネルを設置すること

に対する申請となります。 

また、営農型太陽光の支柱部分は農地法第５条による一時転用扱い

になりますので、後程、議案５号、農地法第５条の規定による許可申

請について（一時転用）において審議をしていただくことになります。 

なお、今回は下部で営農を行う者が認定農業者である○○○○〇であ

るため、○○○○及び○○○の設定期間は○○年間になります。この

ため、○○年後は、継続して事業を行なうために再度許可を得る必要

があります。また、年１回の営農状況の報告が義務付けられており、

適時指導を行うことが可能です。なお、○○○○〇と所有者の○○○

については、営農型太陽光の一時転用期間と合わせる必要はないこと

から○○年間となっています。 

最後に許可日について御説明します。議案番号９及び１０は他の案

件と同様、通常の許可日となりますが、議案番号１１については、国

の定めにより農地法第５条一時転用の許可日と同日となりますので、

御承知おきくださいますようお願いいたします。 

本案のうち議案番号９及び１０の２件については対象となる農地

及び譲受人の経営する農地は適正に管理されており、機械の保有状

況、従事日数から、今後についても効率的に利用されていくものと思

われ、農地法第３条第２項の各号については、許可要件の全てを満た

していると見込まれます。 

また、議案番号１１については、農地法第３条第２項第６号につい

て許可要件を満たしていると見込まれます。説明は以上となります。

御審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

事務局の説明が終わりました。本案について、事前に事務局に提出

されている質疑等ありますか。 
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事務局 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

西田委員 

 

 

事務局 

 

西田委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

西田委員 

 

事務局 

 

西田委員 

 

事務局 

 

西田委員 

 

事務局 

 

西田委員 

 

 特にございませんでした。 

 

ただいまの事務局説明にありましたように、議案番号９については

営農型太陽光とは関係のない○○○○の設定、議案番号１０について

は、営農型太陽光が設置される農地に関する地主と○○○○〇との○

○○○〇の設定、議案番号１１については営農型太陽光発電による売

電事業を行う○○○○○○○○○○○○○○と地主の間の○○○の

設定を目的とするものであります。 

それでは本案について質疑、意見等を求めます。質疑、意見等ござ

いませんか。 

 

 議案番号１０と１１の相関関係について確認したい。まず、農地区

分を教えてください。 

 

 ○○になっています。 

 

 面積が約〇ヘクタール、地主が○○人と規模が大きなものとなって

いるが、事業スキームについて、営農者は○○○○〇さん、作物は○

○、認定農業者である、○○年間○○○○で借りる、筆数は○○筆、

この中で太陽光に関連する筆が○○筆、その他が○○○で〇筆という

ことかと思います。資金提供は○○○○〇、○○○○○○○○○○○

○○○が発電事業者ですよね。ここで○○○○〇が○○を栽培する際

にまず、太陽光パネルの高さはどのくらいなのでしょうか。 

 

 パネルの架台の最低高は○○○○、いただいている資料にはこの高

さで通過可能な農業用機械を利用するとなっています。 

 また、議案書資料１２頁にスキームの全体像が図示されていますの

で御覧をいただければと存じます。 

 

設置される場所はどの辺になりますか。 

 

○○○の南西方向、○○○○○○○〇に近い地域になります。 

 

熊谷市で〇ヘクタールというのはなかったですよね。 

 

そうです。 

 

いつ頃から話が出ていたのですか。 

 

およそ○○ほど前からです。 

 

とすると、ようやく話がまとまって申請に至ったということです

ね。また、営農者が認定農業者であることから太陽光の更新期間は〇
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西田委員 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西田委員 

 

事務局 

 

 

 

関根委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

森田委員 

年ではなく○○年間ということですね。 

 

事務局でスキーム図を使ってわかりやすくもう一度説明をお願い

します。 

 

議案書資料の１２頁を御覧ください。まず、農地法３条の申請につ

いては、資料の①の○○○○〇及び②○○○○を地主と○○○○○の

間で締結します。この契約により農地の営農者が○○○○〇となりま

す。①の○○○○○を結ぶ農地○○筆は太陽光発電施設が設置されま

す。なお、②の○○○○が設定される農地〇筆には太陽光施設は設置

されません。次に、○○○についてですが、これは太陽光施設が設置

される農地の地主と発電事業者である○○○○○○○○○○○○○

○の間で締結されます。○○○は、農地の○○○○○○○○○○○○

設定するものです。次に、太陽光発電施設の支柱部分やパワーコンデ

ィショナー等の施設についてですが、この部分は農地として利用でき

ませんので、農地を一時的に転用するということになります。このた

め、地主と○○○○○○○○○○○○○○の間で農地法５条による一

時転用申請が必要になるということです。最後に発電事業者である○

○○○○○○○○○○○○○と営農者である○○○○〇との間には、

営農に関する契約書、具体的には○○○○○○○○○○○○○がなさ

れる、ということになっています。 

営農型太陽光は、野立ての太陽光と異なり、営農をすることを条件

に青地農地にも設置できるというものになっています。従って、下部

で営農がきちんとできなければ、太陽光発電設備は撤去される、また

はそもそも認められないということになります。また、○○○○○○

○○○○○○○○については、資金提供元が○○○○○○○○○○○

○○○となっています。 

 

○○○○〇とはどういうことですか。 

 

営農型太陽光は、下部できちんと営農しないと成立しませんので、

売電で得た収入の○○○○○○○○○○○○○○○○という仕組み

になっています。 

 

野立ての太陽光ができない場所だから営農型でやるということで

はないのか。下部の営農などはどうでもよいのではないか。 

 

下部の営農については、単収８割が義務付けられ、また、年１回の

報告が義務付けられており、捨て作りなどは許されない仕組みになっ

ています。また、そもそも売電収入等を得ることで農業経営の安定の

一助とすることを目指した制度となっています。 

 

計画は〇〇〇から出ており、ようやく申請になっています。地元の
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森田委員 

 

 

 

事務局 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

議 長 

話し合いではこうした形を容認する声が多く、きちんと営農していけ

ると考えています。一つだけ確認したいのは〇の収量はどのくらいと

なっていますか。 

 

〇の収量については○○○○でおよそ○○○○となっています。 

 

他に質疑、意見等ございませんか。 

 

（なしの声） 

 

他に質疑、意見等もないようですので、これより採決いたします。

議案第１号における議案番号９から１１までにつきまして、本案を許

可するに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

 （ 挙手多数 ） 

 

挙手多数です。よって、本案につきましては、原案のとおり許可す

べきものと決しました。なお、議案番号９及び１０は通常の許可日と

なりますが、議案番号１１の○○○設定に関する許可につきまして

は、のちほど議案第５号で審議いたします賃借権による営農型太陽光

の支柱部分等の一時転用と同日許可とすることが定められておりま

すので、本案の３条許可日については５条一時転用の許可日と同日と

なりますのであらかじめ御了承をお願いいたします。 

 

次に、議案番号１から３まで及び６から８までを上程し、事務局の

説明を求めます。 

 

 議案書は１頁及び３頁、議案書資料については１頁及び２頁を御覧

ください。議案第１号における議案番号１から３まで及び６から８ま

での６件について説明いたします。取引額、現地確認等は議案書資料

に記載してあるとおりです。本案につきましては６件とも取得対象と

なる農地及び譲受人の経営する農地は適正に管理されており、機械の

保有状況、従事日数から、今後についても効率的に利用されていくも

のと思われ、農地法第３条第２項の各号については、許可要件の全て

を満たしていると見込まれます。説明は以上となります。御審議の程、

よろしくお願いいたします。 

 

事務局の説明が終わりました。本案について、事前に事務局に提出

されている質疑等ありますか。 

 

特にございませんでした。 

 

それでは、議事参与制限に係る案件がございますので先に審議いた
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議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

します。議案番号７及び８については、代理人が○○委員であります

ので、○○委員は一時退席をお願いいたします。 

 

（ ○○委員 退席 ） 

 

それでは、議案番号７及び８について、質疑、意見等を求めます。 

質疑、意見等ございませんか。 

 

（ なしの声 ） 

 

特に、質疑、意見等もないようですので、これより採決いたします。 

議案第１号における議案番号７及び８について、本案を許可するに

賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（ 挙手全員 ） 

 

挙手全員です。よって、本案につきましては、原案のとおり許可す

べきものと決しました。○○委員は、入室をしてください。 

 

（ ○○委員 入室 ） 

 

続きまして議案番号１から３まで及び６について審議をいたしま

す。本案につきまして質疑、意見等を求めます。質疑、意見等ござい

ませんか。 

 

（ なしの声 ） 

 

特に、質疑、意見等もないようですので、これより採決いたします。 

議案第１号における議案番号１から３まで及び６について、本案を

許可するに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（ 挙手全員 ） 

 

挙手全員です。よって、本案につきましては、原案のとおり許可す

べきものと決しました。 

ここで、時刻も３時近くとなっておりますので休憩を取りたいと思

います。暫時休憩といたします。 

 

（ 暫時休憩 ） 

 

休憩前に復し、議事を再開いたします。 

それでは、議案第１号における議案番号１２から１５までについて

上程し、事務局の説明を求めます。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案書は９頁及び１０頁、議案書資料は３頁を御覧ください。本件

につきましては、令和５年４月２８日に開催された熊谷市農業委員会

第２１回総会において不許可処分となり、○○○○○○○○付けで不

許可書を発出しました。その後、○○○○○○○○○付けで譲受人で

ある○○○○〇から処分取り消しを求める行政不服審査請求が提起

されました。その後、○○○○○○○○○、裁決が下され、本委員会

の行った処分の取り消しが命じられました。このことにより、本委員

会は改めて本件について審査を行い、処分を改めて行うことが必要に

なり、本日議案の上程に至ったものです。 

なお、判断については、令和５年４月２８日時点の状況及び法令等

に基づくものとなりますので御留意願います。 

本件の処分が取り消された主な理由は、 

①「全部耕作要件について」、客観的な資料がないことを理由に違

法とされた。 

②「機械について」、機械の種類や台数が適切か否か、という視点

で確認できない、という理由で違法とされた。 

③「労働力、技術について」、農作業従事日数、技術について、適

切か否かという視点が欠落している、という理由で違法とされた。 

④「近隣農地への影響について」、検討経過が不明とされ、適切に

審査されていないとされた。 

というものです。これを受けて、適切な判断を行うため事務局でも

検討を重ね、委員皆様にも３回にわたり打ち合わせ会を開催し、検討

を進めたところです。 

再審査においては、「必ず許可しなければならない」、というもので

はありませんが、再び同じ処分、いわゆる不許可とする場合は、相応

の理由が必要となります。 

まず、裁決書で指摘された全部耕作要件について、当時の写真は多

く撮影しているものの、 

①畝間及び苗間の実際の距離を証明することが困難であること、す

なわち客観的に○○○農地の収量を推定することが困難であること、 

②審査基準を先日定めたところであるが、全部耕作要件の条件まで

は詳細に定めていないこと、また、本件のために定めるのも後付けに

なるおそれがあること、 

など、一度取消処分を受けている中で不許可とする場合の根拠が薄

弱であることは否めないのではないかと事務局では考えています。 

次に、機械についてですが、令和５年当時、熊谷市内の〇○○所有

農地○○筆、○○○○○○○のうち、すでに○○○○の作付けが行わ

れており恒常的な○○○が不必要と思われる圃場が○○○○○○あ

り、残りの圃場は○○筆、○○○○○○○となります。これに今回申

請する農地面積○○○○○○を合算すると○○○○○○○となりま

す。申請書によれば、○○○○○○○を所有しており、同種の○○○

○〇のカタログ値や関係機関の職員の話から１反あたり○○○○を
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

議 長 

 

 

西田委員 

見れば○○○が可能と思われ、１回の○○○は○○時間程度と見込ま

れます。○台を利用してであれば〇台当たり○○時間となり、移動時

間等も含め、１日当たり〇時間の○○○作業を仮定した場合、〇日程

度で○○○が可能と見込まれます。 

また、その他の機械についてですが、作付けされている○○○○○

○○○○○○○について、播種機や動力噴霧器などは面積を考える

と、用意されていた方がより良いとは思われますが、申請人の○○○

○であることや○○○○○○のであれば○○○という選択もあるの

ではないか、と思われます。 

次に、労働力についてですが、近傍類似の○○や○○○○○○を作

付けしている農家の一人当たりの作付面積を勘案した場合、○○○○

○○○○○○○○○とも一人当たり〇ヘクタールから〇ヘクタール

までなら何とかなるのではないか、との証言が多く、労働力人数〇人

○○○○○○○○○○○○○ということであれば申請書にある従事

日数で労働力不足とは言えないと思われます。また、作付け計画にあ

る○○とした場合も労働力の不足はないものと思われます。 

次に、技術についてですが、○○については、特に共通して特段の

知識や技術は必要としない、また、○○○○○〇は○○○○○○○○

トラブルに即応しなければならないところはあるが、数年の経験を積

めばある程度は対応できるとの証言が多く、技術について、農作業の

経験もあることを加味した場合、技術の不足を理由に不許可とするこ

とは困難と考えます。 

次に、近隣農地への影響についてですが、○○○○当時、○○○が

耕作している圃場の近隣に直接的な大きな影響を与えているとは確

認できず、地域の農地集団化に関する検討においても唯一そうした認

定農業者の貸し借りのあった○○○○○○○についても○○○○○

○○には合意解約がなされたことから集団化の阻害には当たらない

と判断をしたものです。 

あくまで、参考にとどまる事務局の所見ということにはなります

が、議案書資料にあるとおり、第３条第２項の第１号から第６号まで

を一つ一つ勘案していくと各号に「該当」という結論を出すには客観

的な根拠に欠けると考えられることから、非該当として記載をしてい

ます。説明は以上です。よろしく御審議をお願いいたします。 

 

事務局の説明が終わりました。本案について、事前に事務局に提出

されている質疑等ありますか。 

 

特にございませんでした。 

 

それでは本案について質疑、意見等を求めます。質疑、意見等ござ

いませんか。 

 

事務局から詳細な説明がありましたが、これらを勘案すると許可処
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西田委員 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

分とすることが妥当ではないかと思います。 

 

他に質疑、意見等ございませんか。 

 

（ なしの声 ） 

 

他に質疑、意見等もないようですので、これより採決いたします。

議案第１号における議案番号１２から１５までにつきまして、本案を

許可するに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（ 挙手多数 ） 

 

挙手多数です。よって、本案につきましては、原案のとおり許可す

べきものと決しました。続きまして、議案第２号、農地法第４条の規

定による許可申請についてを上程し、事務局の説明を求めます。 

 

議案書の１１頁と、議案書資料の８頁を御覧ください。議案第２号、

農地法第４条の規定による許可申請については、全２件、内訳は、「住

宅敷地の拡張」です。農地区分や申請事由等は、議案書資料に記載の

とおりです。以上、御審議の程よろしくお願いいたします。 

 

事務局の説明が終わりました。本案について、事前に事務局に提出

されている質疑等ありますか。 

 

特にございませんでした。 

 

それでは、本案につきまして、質疑、意見等を求めます。質疑、意

見等ございませんか。 

 

（ なしの声 ） 

 

特に、質疑、意見等もないようですので、これより採決いたします。

議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請について、本案を許

可相当とするに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（ 挙手全員 ） 

 

挙手全員です。よって、本案については、原案のとおり許可相当と

すべきものと決しました。次に、議案第３号、農地法第５条の規定に

よる許可申請についてを上程し、事務局の説明を求めます。 

 

議案書は１２頁から、議案書資料は９頁及び１０頁を御覧くださ

い。議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請については、全
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

事務局 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

１５件、内訳は、「自己用住宅」１０件、「分譲住宅」１件、「住宅敷

地の拡張」１件、「駐車場」２件、「資材置き場」１件です。農地区分

や事業の概要等は、議案書資料に記載のとおりです。 

１点補足させていただきます｡議案書１４頁の議案番号９につい

て、本申請地は一度、○○○○○を目的として○○○○○○○○○○

で農地法第５条許可を取得したところですが、○○○○の都合で○○

○○○○○○○から○○○○○○○に○○の種類を変更するため、議

案第４号、農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請の議案番

号１と併せて再申請されたものです。○○の変更のみで申請人や目的

である○○○○○に変更はありません。以上、御審議の程よろしくお

願いいたします。 

 

事務局の説明が終わりました。本案について、事前に事務局に提出

されている質疑等ありますか。 

 

特にございませんでした。 

 

それでは、本案につきまして、質疑、意見等を求めます。質疑、意

見等ございませんか。 

 

（ なしの声 ） 

 

特に、質疑、意見等もないようですので、これより採決いたします。

議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請について、本案を許

可相当とするに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（ 挙手全員 ） 

 

挙手全員です。よって、本案については、原案のとおり許可相当と

すべきものと決しました。次に、議案第４号、農地法第５条の規定に

よる許可後の計画変更申請についてを上程しますが、事前の質疑や事

務局から追加の説明はありますか。 

 

特にございません。 

 

それでは、本案について、質疑、意見等を求めます。質疑、意見等

ございませんか。 

 

（ なしの声 ） 

 

特に、質疑、意見等もないようですので、これより採決いたします。

議案第４号、農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請につい

て、本案を許可相当とするに賛成の委員の挙手を求めます。 
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議 長 

 

 

（ 挙手多数 ） 

 

挙手多数です。よって、本案については、原案のとおり許可相当と

すべきものと決しました。次に、議案第５号、農地法第５条の規定に

よる許可申請について（一時転用）を上程し、事務局の説明を求めま

す。 

 

議案書の１７頁から、議案書資料の１２頁をご覧ください。議案第

５号、農地法第５条の規定による許可申請（一時転用）については、

全３件、内訳は、「営農型太陽光発電」が１件、「工事用資機材置場」

が１件、「資材置場」が１件です。 

議案番号１の「営農型太陽光発電」について補足させていただきま

す｡議案書資料の１２頁の事業スキーム図を御覧ください。今回の申

請は、図の右側の破線で示された農地法第５条、一時転用による○○

○設定になります。ここでは貸す人が図の下部に示されている①の太

陽光発電が設置される○○筆の地主さん、借りる人が、図の上部に示

されている○○○○○○○○○○○○○○になります。 

今回の申請は、土地所有者の土地の一部を太陽光発電事業者である

○○○○○○○○○○○○○○に○○○○○する手続きになります。

なぜ土地の一部なのかと申し上げると、転用するのはあくまで、太陽

光発電施設の脚の断面や、キュービクルという高圧の太陽光発電シス

テムで発電された電気を電力会社に送るため、低圧に変換する装置

等、必要最低限の面積が一時転用されます。一時転用ですので、もち

ろん転用期間が終了すると、太陽光発電施設を撤去することになり、

農地に復元されます。 

しかしながら、太陽光発電施設の管理や、下部での営農が適切に行

われている場合は、一時転用許可の更新をすることが可能です。今回

の申請に際しては、パネルの設置費用だけではなく、撤去費用まで含

めた資金計画を確認するとともに、銀行口座の残高の確認も行ってい

ます。 

パネル下部の営農については、○○○○〇が○○を栽培する計画と

なっています。事業スキーム図の中央に記載のとおり、○○○○○○

○○○○○○○○と○○○○○の間では○○○○○○○○が結ばれ、

○○○○○が支払われます。 

議案書資料１１頁、２の転用期間を御覧ください。今回の申請では

認定農業者が営農を行うことから、一時転用期間を○○年としていま

す。また、許可権者が一時転用の許可をするのは、国の通知により、

農地法第３条の地上権設定の許可と同一日にすることとされていま

す。補足は以上になります。御審議の程よろしくお願いいたします。 

 

事務局の説明が終わりました。本案について、事前に事務局に提出

されている質疑等ありますか。 
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事務局 

 

議 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特にございませんでした。 

 

それでは本案について、質疑、意見等を求めます。質疑、意見等ご

ざいませんか。 

 

（ なしの声 ） 

 

特に、質疑、意見等もないようですので、これより採決いたします。

議案第５号、農地法第５条の規定による許可申請について（一時転用）

について、本案を許可相当とするに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（ 挙手多数 ） 

 

挙手多数です。よって、本案については、原案のとおり許可相当と

すべきものと決しました。 

なお、本案につきましては、先ほど説明のあったとおり、議案第１

号で許可いたしました議案番号１１と同日の許可日となりますので

御了承をお願いいたします。 

以上で全議案の審議が終了いたしました。続きまして、報告事項

（１）から（３）につきましては、「熊谷市農業委員会事務専決規程」

に基づき、専決処分済みの事項でありますので、御了承をお願いいた

します。 

以上で本日の議案、報告、すべて終了いたしましたので議長の職を

解かせて頂きます。ありがとうございました。 

 

夏目会長、ありがとうございました。 

 

次に次第の６、その他に移らせていただきます。 

【地域計画のブラッシュアップについて農業政策課より説明。以

下、農業委員会事務局より説明等を行う。農地パトロールについて、

その際利用するタブレットについて説明。アグリサポート事業を利用

した農地の担い手への集約強化を依頼。生産緑地の取得斡旋について

依頼。東部地区の地区担当委員の変更について周知。産業祭への参加

について承認。８月２１日、埼玉県農業会議主催の研修会の出欠を確

認。】 

 

事務局からは以上ですが、皆様から何かありますでしょうか。 

 

（ なしの声 ） 

 

それでは、閉会のあいさつを田中会長職務代理にお願いいたしま

す。 
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田中職務代理 

 

事務局次長 

 

（ 閉会のあいさつ ） 

 

ありがとうございました。 
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